
会務報告 

 

＜平成 30 年度例会＞ 

平成３０年度例会は ,日本昆虫学会中国支部と合同で平成３０年 10月５日に岡山大学 50周年

記念館で開催された．講演発表と総会は以下の通りである． 

１ 〇松村健太郎・宮竹貴久（岡山大院・環境生命） 逃げる虫は脚が長い？コクヌストモドキ

の捕食回避行動への人為選抜に対する脚の長さの反応  

２ 高橋一男（岡山大院・環境生命） ハイパースペクトル画像解析による昆虫の翅干渉色の定

量化法の検討  

３ 〇世古智一・三浦一芸（農研機構・西日本農研） 「あきらめが悪い」タイリクヒメハナカ

メムシ系統の育成と有効性の評価  

４ 〇松本紘輝（島根大院・自然科学）・泉 洋平（島根大・生資）  温度を感受して休眠する

昆虫の発育零点・有効積算温度の推定に関する問題点  

５ ○本田善之・岩本哲弥・河村俊和（山口県農林総合技術センター）・遠藤信幸（中央農業

研究センター北陸拠点） コガネムシ類を抑えたアオクサカメムシ、ミナミアオカメムシの LED

光源の探索２  

６ ○泉 洋平（島根大・生資）・村上果生（島根大院・生資）・佐﨑  元（北大・低温研） 体

液の氷結晶成長がニカメイガの耐凍性に及ぼす影響  

７ 〇木本知寛（島根大院・生物資源）・宮永龍一（島根大・生資） キオビツヤハナバチの季

節分散に関する研究  

８ 石原 凌（岡山大院・環境生命）  ヤマトシリアゲの交尾戦術における左右対称性ゆらぎの

影響  

９ 三浦一芸（農研機構・西日本農研） 生物農薬の経時的な遺伝的構造を診る   

10 〇牧元錬太郎・高橋一男（岡山大・環境生命） 腐食性昆虫のキイロショウジョウバエに

おいて共食い能力はどこまで強化されるか？：人為選抜実験による検証  

11 〇村本大輝・高橋一男（岡山大・環境生命） RNA 干渉法によるショウジョウバエの寄生

蜂抵抗性遺伝子探索  

12 〇難波加奈（岡山農研）・薬師寺賢（岡山県農産課） モモのナシマルカイガラムシの防

除適期の検討  

13 ○中田 健（鳥取園試）・石河利彦（東伯普及）・北川健一（東伯普及）・田邊未来（東

伯普及、現島根農技セ）・田中  篤（鳥取園試、現東伯普及） 鳥取県におけるブドウヒメハダ

ニの発生状況とその対策への取組  

14 星野 滋(広島総研農技セ) オクラ混稙によるオオタバコガ被害軽減効果の検討   

15 〇大村 尚・大橋駿樹（広島大院・生物圏） マメ科植物のオスモライトとキタキチョウの

産卵行動  

16 〇宮竹貴久・松村健太郎・北山凌大・嵆昱皓（岡山大院・環境生命）・藤澤隆介（九州工



大）・大槻圭一・永谷直久（京産大院・先端情報） 振動刺激によって擬死から覚醒する感受

性にも遺伝変異がある  

17 筬島玄太郎（岡山大院・環境生命） 岡山県南部に生息するコウモリ類についての調査～

糞由来の DNA 分析による種同定～ 

 

＜平成 30年度総会＞ 

下記の報告ならびに協議事項が了承された． 

 

１ .事務報告 

 (1)一般経過 
    平成 30 年 10 月 平成 29 年度会計監査(会計監査委員：東浦祥光氏、中田 健氏) 

          10 月 岡山市（岡山大学）にて役員会・例会を開催 

 
 (2)会員動静(平成 30 年 9 月 18 日現在) 
      ・普通会員：50 名 
      ・賛助会員：2 団体 
      ・名誉会員：6 名(敬称略：坪井昭正，松本義明，矢野宏二，山口福男、小原隆三、 
           積木久明) 
    
 

 (3)普通会員の会費納入状況（平成 30 年 10 月 1 日現在） 

 省略 

 
 (4)会報関係 

  ・原著論文および講演要旨はオンラインで公開予定 

  ・会務報告等はメーリングリストを活用予定 

 

 

 

 

２ .会計報告 

 (1)平成 29 年度会計決算 
                      平成 29 年度 会計決算 

                                         平成 29 年 12 月 31 日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

収入 支出
繰越金 766,923 円 印刷費 0 円
普通会員会費 7,000 円 例会補助費 50,000 円
賛助会員会費 10,000 円 通信費 826 円
超過ページ・別刷代 0 円 事務費 12,530 円
バックナンバー売上代 0 円 振替手数料 130 円
利子・利息 0 円 振替 0 円
雑収入 0 円 繰越金 720,437 円
合計 783,923 円 783,923 円



(２)平成 30 年度会計執行状況(平成 30 年 9 月 18 日現在) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３ .会計監査報告 

                                                               平成 30 年 10 月 4 日 
 西日本応用動物昆虫研究会 
  会長 宮竹 貴久殿 
 
                                                       会計監査委員 中田 健 

                                 東浦祥光 
 
 
 西日本応用動物昆虫研究会規約に従い，平成 30 年 10 月 4 日に下記事項について会計監査を行っ

た。 
 
   1.各帳簿の記載内容の正否 
      2.収入・支出の内容及び予算の執行計画と実施状況 
      3.現金および預貯金通帳の確認 
      4.その他会計業務遂行に伴う必要事項 
 
監査結果 
      1.各帳簿の記載内容・収支の内容は適正であった。 
 

４ .議題 
 (1)平成 31 年度事業計画(案) 

   ・会報の web 発行 
  ・合同例会の開催（山口) 
    ・ 
 
 (3)平成 31 年度予算(案) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 (4)その他 
 

（収入の部） （支出の部）
前年度繰越 700,000 会報印刷費 0
普通会員会費 20,000 例会補助費 50,000
賛助会員会費 20,000 通信費 10,000
利子・利息 10 事務費 5,000

振替（込）手数料 200
予備費 674,810

(合計） 740,010 (合計） 740,010

（収入の部） 予算額 現在額 （支出の部） 予算額 執行額
前年度繰越 700,000 円 720,437 円 会報印刷費 0 円 0 円
普通会員会費 49,000 7000 例会補助費 50,000 0
賛助会員会費 0 20000 通信費 10,000 0
利子・利息 10 0 事務費 5,000 0

振替手数料 200 0
予備費 683,810 747,437

（合計） 749,010 円 747,437 円 (合計） 749,010 円 747,437 円


